
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
七
十
巻
第
一
号
　
令
和
三
年
十
二
月

一
　
は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、
道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
お

け
る
「
唯
心
」
と
い
う
語
に
関
す
る
解
釈
を
考
察
し
た
い
。

　

道
元
は
入
越
し
て
最
初
に
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
を
著
し

（
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
、
示
衆
）、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、『
華
厳

経
』「
十
地
品
」
に
基
づ
く
「
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」
の
経
文
を

独
自
に
解
釈
し
、
経
文
の
本
来
の
意
味
で
「
心
」
を
定
立
す
る
の
で
は

な
く
、「
三
界
」
を
究
極
的
真
実
と
見
な
す
自
己
の
主
張
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
経
文
は
、
漢
訳
の
六
十
巻
本
で
は
、「
三
界
虚

妄
、
但
是
心
作
」（
大
正
九
、
五
五
八
下
一
〇
）、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典

で
は
、「
こ
れ
、
即
ち
、
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
心
だ
け
で
あ
る
」

（D
B

h 98,8 -9: cittam
ātram

 idaṃ
 yad idaṃ

 traidhātukaṃ
.

）
と
説
か
れ
、
一

切
の
現
象
世
界
は
心
を
原
因
と
す
る
と
し
、
心
が
実
体
的
に
見
な
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
道
元
は
、
心
そ
の
も
の
の
実
体
化
を
斥
け
、
無

常
な
る
現
象
的
事
物
を
究
極
的
真
実
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
新

井
［
二
〇
一
八
］
及
び
［
二
〇
一
九
a
］）。

　

さ
ら
に
道
元
は
こ
れ
に
続
け
て
、『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
及
び

「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
援
用
し
て
、「
三
界
」
を
究
極
的
真
実
と
し
て
説

い
て
い
る
。
即
ち
、『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
「
不
如
三
界
見
於

三
界
」
の
経
文
に
つ
い
て
、
こ
の
経
文
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
如
来

は
、
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
は
三
界
を
見
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
は

な
く
、「
三
界
は
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
」
と
説
い
て
、「
三

界
」
を
全
面
的
に
肯
定
し
て
い
る
（
新
井
［
二
〇
一
七
］
及
び
［
二
〇
二
一

a
］）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
三
界
の
意
義
を
、『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
第

八
七
偈
「
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
」
の
経
文

を
独
自
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
表
わ
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の

経
文
の
「
我
有
」「
吾
子
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
現
象
的
事
物
を
究

極
的
真
実
と
見
な
す
解
釈
を
示
す
の
で
あ
る
（
新
井
［
二
〇
一
九
b
］）。

　
「
三
界
唯
心
」
巻
は
三
界
の
定
立
を
基
本
趣
旨
と
す
る
が
、
道
元
は
こ

の
巻
に
お
い
て
、
こ
の
「
三
界
唯
心
」
と
い
う
概
念
が
、「
三
界
」
が
究

極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
を
初
め
て
明
言
し
た

『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
唯
心
に
つ
い
て

新　

井　

一　

光
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『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
唯
心
に
つ
い
て
（
新　

井
）

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
見
で
は
、
道
元
は
、
そ
れ
以
前
に
説

い
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
他
の
巻
で
は
、「
三
界
唯
心
」
な
い
し
「
唯
心
」

に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
「
三
界
」
が
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る

唯
心
の
語
の
用
例
を
検
討
し
よ
う
。

二
　
唯
心
の
語
の
用
例

　

は
じ
め
に
、「
即
心
是
仏
」
巻
（
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
五
月
、
示
衆
）

を
引
用
し
よ
う
。

是
、
三
界
あ
り
、
退
出
に
あ
ら
ず
、
唯
心
に
あ
ら
ず
。

�

（「
即
心
是
仏
」
巻
、『
眼
蔵
』
四
四
頁
）

　

即
ち
、「「
是
」〔
と
は
〕、
三
界
は
あ
る
。〔
是
〕
が
消
え
て
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
。〔
是
は
〕
唯
心
で
は
な
い
」
と
説
か
れ
て
、「
三
界
」
が

あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
、「
唯
心
」
が
否
定
さ
れ
、「
三
界
」
と
「
唯
心
」

の
区
別
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
三
界
唯
心
」
の
元
々
の
意
味
で
は
、
通

常
は
唯
心
が
肯
定
さ
れ
、「
三
界
」
は
虚
偽
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
反

対
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
唯
心
は
、
単
に
否
定
さ
れ
る
の

み
で
あ
り
、
三
界
が
真
実
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
積

極
的
な
意
義
付
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
別
本
「
心
不
可
得
」
巻
（
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
夏
安
居
日
、

書
）
の
記
述
を
検
討
し
よ
う
。

イ
ハ
ユ
ル
仏
道
ニ
心
ヲ
ナ
ラ
フ
ニ
ハ
、
万
法
即
チ
心
ナ
リ
。
三
界
唯
心
ナ
リ
。

唯
心
コ
レ
唯
心
ナ
ル
ベ
シ
。（
別
本
「
心
不
可
得
」
巻
、『
眼
蔵
』
七
二
頁
）

　

こ
こ
で
は
「
万
法
即
チ
心
ナ
リ
」
に
対
応
す
る
語
と
し
て
、「
三
界
唯

心
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
「
唯
心
」
は
他
な
ら

ぬ
「
唯
心
」
と
し
て
の
意
味
で
あ
り
、
三
界
が
真
実
で
あ
る
こ
と
の
根

拠
を
意
味
し
て
い
る
と
は
解
釈
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、「
行
仏
威
儀
」
巻
（
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
一
〇
月
、
記
）
の
記

述
を
検
討
し
よ
う
。

ゆ
ゑ
に
道
取
あ
り
、
万
法
唯
心
、
三
界
唯
心
。
さ
ら
に
向
上
に
道
得
す
る
に
、

唯
心
の
道
得
あ
り
。
い
は
ゆ
る
牆
壁
瓦
礫
な
り
。
唯
心
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
に

牆
壁
瓦
礫
に
あ
ら
ず
。�

（「
行
仏
威
儀
」
巻
、『
眼
蔵
』
五
三
頁
）

　
「
万
法
」
な
い
し
「
三
界
」
は
「
唯
心
」
で
あ
る
と
説
く
点
で
、
別
本

「
心
不
可
得
」
巻
の
記
述
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

「
さ
ら
に
向
上
に
道
得
す
る
に
」、
つ
ま
り
、
唯
心
を
更
に
そ
の
先
に
解

釈
し
述
べ
れ
ば
、
唯
心
と
は
牆
壁
瓦
礫
で
あ
る
と
説
か
れ
る
点
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、「
唯
心
」
と
い
う
語
が
、
直
ち
に
「
牆
壁
瓦
礫
」

が
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
に
続
く
「
唯
心
で
な
い
が
故
に
、
牆
壁
瓦
礫

で
は
な
い
」
と
い
う
一
節
は
、
簡
潔
な
記
述
で
あ
る
が
、
経
豪
の
『
正

法
眼
蔵
抄
』
に
お
い
て
「
唯
心
ノ
道
理
ハ
牆
壁
瓦
礫
ナ
リ
」（『
蒐
書
大

成
』
一
一
、
三
五
八
頁
）
と
註
釈
さ
れ
る
と
お
り
、
唯
心
は
牆
壁
瓦
礫
の
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根
拠
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、「
身
心
学
道
」
巻
（
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
重
陽
日
、
示
衆
）
の

記
述
を
検
討
し
よ
う
。

学
道
は
恁
麼
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
牆
壁
瓦
礫
こ
れ
心
な
り
。
さ
ら
に
三
界
唯
心

に
あ
ら
ず
、
法
界
唯
心
に
あ
ら
ず
、
牆
壁
瓦
礫
な
り
。

�

（「
身
心
学
道
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
七
頁
）

　
「
三
界
唯
心
」
巻
の
前
年
に
表
さ
れ
た
「
身
心
学
道
」
巻
（
一
二
四
二

年
）
で
は
、「
牆
壁
瓦
礫
」
が
真
実
な
る
現
象
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す

際
、「
三
界
唯
心
に
あ
ら
ず
」
と
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、「
三

界
唯
心
」
は
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
独
自
の
意
義
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
三
界
唯
心
」
を
本
来
の
意

味
で
引
き
合
い
に
出
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
を
否
定
し
、「
心
」
と
は

「
牆
壁
瓦
礫
な
り
」
と
説
く
。
こ
の
記
述
の
基
本
趣
旨
は
、
牆
壁
瓦
礫
を

牆
壁
瓦
礫
と
し
て
肯
定
す
る
こ
と
で
あ
る
（
松
本
［
二
〇
〇
〇
］、
三
三
頁

参
照
）。
同
じ
趣
旨
は
「
仏
教
」
巻
（
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
一
一
月
、
示

衆
）
の
記
述
、
即
ち
、「
土
石
砂
礫
は
一
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
土
石
砂
礫

は
土
石
砂
礫
な
り
。」（『
眼
蔵
』
三
〇
七
―
三
〇
八
頁
、
松
本
［
二
〇
〇
〇
］、

四
二
七
頁
参
照
）
に
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
「
法
界
唯
心
」
と
い
う
表
現
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
即
ち
、
法
界
は
通
常
、
諸
法
の
、
真
実
に
し
て
究
極
的
な
本

質
を
意
味
す
る
か
ら
、「
法
界
」
は
「
唯
心
」
と
同
じ
意
義
を
担
う
語
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
の
場
合
、「
法
界
唯
心
」
は
「
三
界
唯
心
」
と

並
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
法
界
」
は
、
道
元
に
よ
っ
て
「
三
界
」
と
同

じ
存
在
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
法
界
」
は
、「
三
界
」
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
記
述
に
先
立
っ
て
、「
た
と
ひ
い
ま
だ
真
実
の
菩
提
心
お

こ
ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
さ
き
に
菩
提
心
を
お
こ
せ
り
し
仏
祖
の
法
を
な

ら
ふ
べ
し
。
発
菩
提
心
な
り
、
赤
心
片
片
な
り
、
古
仏
心
な
り
、
平
常

心
な
り
、
三
界
一
心
な
り
。」（「
身
心
学
道
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
六
頁
）
と
説

か
れ
、「
発
菩
提
心
」「
赤
心
片
片
」「
古
仏
心
」「
平
常
心
」「
三
界
一

心
」
が
列
挙
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、「
古
仏
心
」
は
、
南
陽
慧
忠
の
説

に
従
っ
て
牆
壁
瓦
礫
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
（「
身
心
学
道
」
巻
、『
眼

蔵
』
三
八
頁
）、
他
の
四
つ
の
「
心
」
は
、
現
象
と
、
そ
の
本
質
と
い
う

時
の
本
質
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
存
在
の
レ

ヴ
ェ
ル
が
異
な
る
点
に
は
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
道
元
は
、
牆
壁

瓦
礫
を
牆
壁
瓦
礫
と
し
て
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
と
い
う
基
本
主
張
を
支

え
る
「
心
」
を
強
調
し
、「
現
象
的
事
物
」
が
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と

を
説
く
た
め
の
根
拠
を
こ
こ
に
示
そ
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、「
三
界
唯
心
」
巻
（
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
、
示
衆
）
で

は
、「
三
界
唯
心
」
の
句
は
一
八
回
用
い
ら
れ
る
が
、「
唯
心
」
の
語
は

単
独
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
一
方
、「
三
界
」
の
語
は
五
〇
回
用
い
ら

れ
、
異
例
の
反
復
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
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の
巻
が
次
の
よ
う
に
「
三
界
」
の
全
肯
定
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

三
界
は
す
な
は
ち
心
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
三
界
は
い
く
玲
瓏

八
面
も
、
な
ほ
三
界
な
り
。�

（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
三
頁
）

　

ま
た
、
こ
の
巻
で
は
、「
三
界
唯
心
」
に
関
す
る
玄
沙
師
備
と
羅
漢
桂

琛
の
問
答
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
答
で
は
「
唯
心
」
の
定
立

で
は
な
く
、「
心
」
＝
「
仏
性
」
の
顕
れ
と
し
て
の
「
椅
子
」
と
「
竹

木
」
と
い
う
現
象
的
事
物
が
究
極
的
真
実
と
し
て
説
か
れ
、
そ
の
論
拠

と
し
て
「
未
三
界
唯
心
」
及
び
「
不
会
三
界
唯
心
」
と
い
う
言
明
が
な

さ
れ
て
い
る
（
新
井
［
二
〇
二
一
b
］）。

　

次
に
、「
発
無
上
心
」
巻
（
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
二
月
、
示
衆
）
の
記

述
を
検
討
し
よ
う
。

①
草
木
瓦
礫
と
四
大
五
蘊
と
お
な
じ
く
こ
れ
唯
心
な
り
、
お
な
じ
く
こ
れ
実

相
な
り
。
②
尽
十
方
界・

真
如
仏
性
、
お
な
じ
く
法
住
法
位
な
り
。
③
真
如

仏
性
の
な
か
に
、
い
か
で
か
草
木
等
あ
ら
ん
。
草
木
等
、
い
か
で
か
真
如
仏

性
な
ら
ざ
ら
ん
。
④
諸
法
は
有
為
に
あ
ら
ず
、
無
為
に
あ
ら
ず
、
実
相
な
り
。

�

（「
発
無
上
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
五
二
八
―
五
二
九
頁
）

　

①
で
は
、「
草
木
瓦
礫
と
四
大
五
蘊
は
、
同
じ
く
唯
心
で
あ
る
。
同
じ

く
実
相
で
あ
る
。」
と
説
か
れ
、「
草
木
瓦
礫
」
と
「
四
大
五
蘊
」
は
、

唯
心
な
い
し
実
相
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
単

に
「
唯
心
」
な
い
し
「
実
相
」
に
力
点
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
草
木
瓦
礫
」
と
「
四
大
五
蘊
」
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、「
草
木

瓦
礫
」
と
「
四
大
五
蘊
」
と
同
一
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
唯
心
」
な
い

し
「
実
相
」
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
で
は
、「
尽
十
方
界
と
真
如
仏
性
と
は
、
同
じ
く
法
が
法
位
〔
に
住

す
る
も
の
〕
で
あ
る
。」
と
説
か
れ
、「
尽
十
方
界
」
と
「
真
如
仏
性
」

が
「
法
住
法
位
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
法
住
法
位
」
は
、『
法
華
経
』

「
方
便
品
」（
大
正
九
、
九
中
）
の
語
で
あ
る
が
、
道
元
は
こ
れ
を
「
法
位

に
住
す
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
松
本
［
二
〇
〇
〇
］、
二

〇
三
―
二
〇
六
頁
参
照
）。
例
え
ば
、「
山
水
経
」
巻
（
仁
治
元
年
（
一
二
四

〇
）
年
一
〇
月
、
示
衆
）
に
お
い
て
、

而
今
の
山
水
は
、
古
仏
の
道
現
成
な
り
。
と
も
に
法
位
に
住
し
て
、
究
尽
の

功
徳
を
成
ぜ
り
。�

（「
山
水
経
」
巻
、『
眼
蔵
』
二
五
八
頁
）

と
説
か
れ
る
が
、
こ
の
一
節
は
、「
今
こ
の
現
在
の
山
と
水
は
、
古
仏
の

最
高
の
勝
れ
た
菩
提
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
山
と
水
は
〕
と
も
に
法
位
に
存
在
し
て
、
究
尽
の
功
徳
を
成
じ
た
の
で

あ
る
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
今
問
題
と
し
て
い
る
「
発

無
上
心
」
巻
②
の
一
節
は
、
現
象
的
事
物
で
あ
る
「
尽
十
方
界
」
と
い

う
「
法
」
が
、
本
質
で
あ
る
「
真
如
仏
性
」
と
い
う
「
法
位
」
に
住
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
尽
十
方
界
」
と
い
う
現

象
的
事
物
は
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
、
そ
れ
と
同
一
視
さ
れ
る
「
真
如
仏

性
」
が
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
法
住
法
位
」
の
経
文
は
、
①
の
「
唯
心
」
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の
語
を
説
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
唯
心
＝

実
相
＝
真
如
仏
性
＝
法
位
と
い
う
等
式
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

③
で
は
、「
真
如
仏
性
の
中
に
、
一
体
ど
う
し
て
草
木
等
が
あ
ろ
う

か
。
草
木
等
は
一
体
ど
う
し
て
真
如
仏
性
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。」

と
説
か
れ
、「
真
如
仏
性
」
に
お
け
る
「
草
木
等
」
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
究
極
的
真
実
な
る
「
草
木
等
」
が
、「
真
如
仏
性
」
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
。

　

④
で
は
、「
諸
法
は
、
有
為
で
は
な
い
。
無
為
で
は
な
い
。
実
相
で
あ

る
。」
と
説
か
れ
、
現
象
的
事
物
で
あ
る
「
諸
法
」
が
、「
実
相
」
で
あ

る
と
究
極
的
真
実
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
基
本
主
張

は
「
諸
法
は
…
実
相
な
り
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
　
本
論
の
要
点

　

本
論
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
、
道
元
は
、「
即
心
是
仏
」
巻
と
別
本
「
心
不
可
得
」
巻
に
お
い
て
、

「
唯
心
」
を
、
現
象
的
事
物
が
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
見

な
し
て
い
な
か
っ
た
が
、「
行
仏
威
儀
」
巻
に
お
い
て
「
唯
心
」
は
、

「
牆
壁
瓦
礫
」
と
い
う
現
象
的
事
物
を
究
極
的
真
実
で
あ
る
こ
と
を
示

す
意
義
を
持
つ
と
見
な
し
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、「
身
心
学
道
」
巻
に
お
け
る
「
三
界
唯
心
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
一
文

は
、
唯
心
を
最
高
の
真
実
と
す
る
こ
の
経
文
の
元
々
の
意
味
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、「
三
界
唯
心
」
と
と
も
に

「
法
界
唯
心
」
が
否
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
法
界
」
は
通
常
の
意

味
で
は
な
く
、
現
象
と
そ
の
本
質
と
い
う
時
の
現
象
を
意
味
し
、
道

元
に
よ
っ
て
「
三
界
」
と
同
じ
存
在
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
る
も
の
と
し

て
、「
三
界
」
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、「
三
界
唯
心
」
巻
で
は
、「
唯
心
」
の
語
は
単
独
で
は
用
い
ら
れ
ず
、

「
三
界
」
の
全
肯
定
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
巻
で
は
、「
三
界
唯
心
」

に
関
す
る
玄
沙
師
備
と
羅
漢
桂
琛
の
問
答
で
は
、「
心
」
の
顕
れ
と
し

て
、「
椅
子
」
と
「
竹
木
」
と
い
う
現
象
的
事
物
が
究
極
的
真
実
と
し

て
説
か
れ
、
そ
の
論
拠
と
し
て
「
未
三
界
唯
心
」
及
び
「
不
会
三
界

唯
心
」
と
い
う
言
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四
、「
発
無
上
心
」
巻
に
お
い
て
、「
草
木
瓦
礫
」
と
「
四
大
五
蘊
」、「
尽

十
方
界
」
は
究
極
的
真
実
と
し
て
道
元
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
と
し
て
、
唯
心
＝
実
相
＝
真
如
仏
性
＝
法
位
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
法
は
実
相
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
基
本

主
張
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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